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Abstract: The authers have reported an unusual pattern of infection of the vector

mosquito of Culex tritaeniorhynchus with Japanese encephalitis virus (JEV) in 1964 in
Aino-machi, Nagasaki prefecture, namely, the mosquito infected with JEV was seen in mid-

May which was the notable early stage of the season. This fact was also verified by

Hayashi et al, in 1964, who had successed in isolation of JEV from the mosquitoes collected
in Omura district which is located 25 kilometers north east of Aino.

The problem whether this unusual pattern of the mosquito-infection in Nagasaki area is

constant or not is remarkably interesting in relation to the ecology of JEV in Japan.

Therefore, viral isolations from the mosquitoes and observation on the seasonal fluctuation

of the mosquito were again carried out at Aino in the season of 1965.
The results are as follows :
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1) The pattern of the seasonal fluctuation of the mosquito in 1965 was fundamentally

simillar to that of 1964, but after the peak, seen in the begining of August both 1964 and

1965, the dropping curve of the mosquito was gradual in contrast to that of 1964.

2) The mosquitoes which seemed to be hibernated females of Culex tritaeniorhynchus

made their first appearance at livestock pens in the evening of April 14. During mid-April
and mid-May a few mosquitoes were collected and there was no evidence of increase in

number. Then, on May 24, simultaneously with the first appearance of the male mosquito,

a large number of the mosquitoes was collected. This may suggest that the new mosquitoes
emerged in this year for the first time.

3) The viral isolations were cariied out from the mosquitoes collected from April 14 to

Octorber 1. A total of 38, 443 mosqurtoes were tested in 402 pools. The first mosquito

infected with JEV was seen on June 21 and from that time on the viruses were continually

isolated from the mosquitoes until July 20. During this period, a total of 46 strains of

JEV were obtained and the peak of isolation rate was on July 7.

4) The isolation rate of JEV between the fed mosquitoes and the unfed mosquitoes

which were differentiated by the naked eye at the collecting time did not show striking
disparity.

5) It seems to be a constant phenomenon that the mosquitces infected with JEV appear
in the early stage of the season in Nagasaki area.

緒　　　　　　言

私共ほ,さきに1964年,長崎県南高来郡愛野町]f良

手部落において調査したコガタアカイエカ(_Culex

tritaenior.提�"ynchu,∫ Giles,以下C. tritaei子,と略す.又単に蚊

と称するq )の季節的消長と,その消長過程に出現す

る日本脳炎(以下JEと略す)ウイルス(以下Ⅴと略

す)保有蚊の関係が極めて特異な様相を呈した事を報

普(i)した･即ち日本(2X3X4X5)(沖縄(6)を含む),台湾

く7)における従来のこの種の調査報告に比べ,愛野町に

おいてはJ EV保有蚊の出現が,C林tntaen.の季節的消

長のピ-ク(8月上旬)の約11週間前に当る5月19日

と云う異常な早親であり,更に又,県下の人のJE確

認第1号患者の発病月臥　7月14日と,この5月19日

との問には約8週間の完全な空白期があった等の所見

である.この様な特異な現象ば,単に愛野町のみにお

いて観察された所見ではなく,同年,愛野町より直線

距離で北面に25Ii拒る大村市黒丸郷部落で同様な調査

を行なった林等の報告(8)でも見られタ同地ではJEV

保有蚊の出現ほ愛野町よりやや遅れたが,やばり6月

8日と云う早期であった.従って, 1964年の長崎地方

におけるJEV保有蚊の早期出現は,かなり普遍的な

現象であったと考えられる｡この長崎地方のJEV保

有蚊早期出現が,年次的変動のない恒常的な現象であ

るか,どうかは我国におけるJEVの/±態学上疫学

上頗る興味ある問題である･ JEV保有蚊の出現パタ

ーンが長期に渉る調査によって,ばば確定されている

他の地方,例えば関東平野では(3)(4)7月中旬以前に

は,蚊の発生数は多いにも拘わらずJEV保有蚊は発

見されず,且,その出現はC. tritaen林の季節的消長のピ

ークの後に現われると云う恒常性があるのに対し,関

東平野より2ケ月も早い5月中,下旬にJEV保有蚊

が出現した長崎地方の1964年の現象に恒常性があると

すれば,両者のJEVによる蚊感染パターンは全く逆

の関係にあり,この両パターン,各々の起因するメカ

ニズムの差異ほ,基本的に我国の自然界におけるJE

Vの存在様式,乃至導入様式の違いを示唆するものと

考えられる.

この意味から,私共は1964年に引き続き, 1965年も

愛野町においてC･ tntaen.よりJ EVの分離を行なった

ので,以下その所見について述べる.
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樹料及び方法

1林　蚊採琵地

1964年と全く同様にCO.長崎県南高来郡愛野町順

手部落の牛舎,豚舎,鶏舎において行なった･

2.蚊採集方法

1964年の蚊採集と,その季節的消長の観察(1)は,

同年5月19日より開始したが,その時点で既にかなり

多数のG". tritaen林が発生しており,同時にその採集蚊

のプールよりJEVが分離された為,それ以前の

C. tritaen.の消長と,そのJEV保有状況は全く不明

に終ったのに鑑み, 1965年は3月110より採集を開始

した･即ち,昼間は順手部落周辺の叢林,下薮,田畑,

川堤,旧防空壕等でC. tritaen.成虫の潜伏場所の発見

に努力し,夜間は部落内の点灯した畜舎で, C･ tntaen.

の発見と採集を行なった. 4月14日,畜舎内で夜間初

めてC. tritaen.の発見と採集を行なってからは,昼間

の作業は総て中止し,夜間畜舎内採集のみを行なった.

蚊の採染には,ドライアイス誘引法は全く行なわず,

自然な状態で夜間畜舎に出現する蚊のみについて行な

った. C. tritaen.の季節的消長の観察は, 1964年と全

く同一箇所で,日没後2時間の定時問採集法によって

fj'^- rV..

3. JEV分離法

1964年と同様に(1)蚊体乳剤遠心上清を哨乳マウ

スCg-p-c.^年　生後3-5H)脳内に接種し, JEV

の分離を行なった.尚,今回は採集蚊を総て採集時点

で肉眼的に吸血蚊と未吸血蚊に分け,各々, 1プール,

10D匹を標準として,プールを構成したI

壕.分離V同定法

分離Ⅴは,総て晴乳マウス脳を2-3代継代通過し

て,その発症を確認すると共に,そのレベルで晴乳マ

ウス脳より庶糖アセトン抽出抗元を作成し,各Ⅴ株の

重通赤血球凝集pHを見,更に抗JaGAr 辛 01株及び

中山(N IH)株マウス免疫血清を用いて赤血球凝集

抑制反応を行ない, JEVの同定を行なった林

成　　　　　　績

1･ C林tritaen林の季節的消長

5月11日より1]月5日迄の間に,計54回月に捗り,揺

ぼ定期的に観察したC. tritaen.の季節的消長を図1に

示した,

Table l･ Isolation of J EV from Culex tritaenior子Iynchus collected in

Aino, Nagasaki prefecture, in 1965-

Date Numberof Number Pools Isolation

∽llected mosquitoes of pools positive rate

May 1 1

30

April 7

14

16　　　　　34

19

22　　　　　24

27　　　　　92

30　　　　　26

May　　　　　　　40

54

11　　　138

17　　　　　62

24　　1, 103

31　1,820

June 1, 130

10　　1,952

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

ll

19

12

20

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

14　　　2,566

21　　3,382

28　　　2, 052

July 1, 236

14　　　　920

20　　2,075

28　　2, 118

August　4　　5,304

13　　　3,979

23　　　2, 603

訟tem-　　4, 000
14　　　　　13

20　　　L 107

30　　　　300

October 1　　　　300

26

34　　12　　　35. 4%

21　　14　　　66.7%

13　　10　　　77. 0%

10　　　　　　　60林0%

23　　　　　　　17. 4%

23

54

40

27

40

1　　　　0　　　　0

il目　　　　蓋　　　　荒

3　　　　0　　　　0

3　　　　　0　　　　0

Tota1　38, 443　　402　　　46　　1 1･ 9ヲ/a
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JEV. The dotted line indicates

5月11日,同50日, 4月ワ日の採集でほ,昼間,夜

間共に/. tntaen･を発見する事は田TT出来なかった･唯

Culex pipien∫pallensほ, 5月11日昼間,竹薮桟の石垣

で1匹採集され,又同日夜問鶏舎でも1匹採集されて

おり,更に5月30日は旧防空壕内で昼間4D匹採集され

ている　Anopheles ∫inensi.∫は5月50日,初めて夜間牛

舎で採集された｡

C. tritaen毒は4月14日,夜間牛舎と鶏舎で小数採集

され,以後,毎回恒常的に発見採集されたが, 5月上

旬迄はその各採集個体数は概ね100匹以下で,その数

も著るしい増減を見ないが, 5月中旬頃より増加の傾

向が見られ, 5月24日に初めて採集蚊数は一躍1,000

匹代となり,同時にこの日にC. tritaen. ♂が最初に発

見された.これ以後ほC. tritaen毒は徐々に増加して,

6月下旬に先ず小さい山をつくり,それから逆に減少

の傾向を見せて, 7月中旬には小さな谷をつくるが,

Ju旦･　　　Aug･　　Sept.　　Oct･

100
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野孟欝　　　Seasonal appearance and natural infection ･ with JEV in Culex tritaenior.子Iynchus
in Aino, Nagasaki prefecture, in 1965｡

Remarks : The solid parts of the rods show the numbers of th^ mosquito pools yielded

the isolation rate of JEV from the moqsuitoes.

ワ月下旬よりは再び急激な増加を見せて8月上旬から

同中旬に渉って最高のピ-クを作る. 8月下旬よりは

除々に減少し,ゆるやかな下降線を描き乍ら, 11月5

日にも尚小数の残存が発見された,

2. 』EV分離

4月14日より10月1日迄の問に採集されたC.tritae仇

からのJEV分離成績は,表1,及び図1,に示す様

に,被検蚊の総数, 38,443匹, 402プールから46株の

JEVが分離された｡最初にJEVが分離されたのほ,

6月21日の採集蚊からで,以後, 7月20日迄の問は連

続して毎回I採集蚊からJEVが分離された｡この間,

分離率が最高を示したのは7月7日の10/15 (77･0%)

で,この前後, 6月28日より7月14日迄の問は,常に

分離率ほ60%以上の高い率を示した.

この　6月21日より　7月20日迄の問の採集蚊よりJ

EVが分離された疑訓に, JEV分離に供された
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Table 2･ Comparison among the isolation rate in fed and un fed

female of Culex tritaeniorhynchus collected in Aino, Nagasaki prefecture, in 1965.

Fed Culex tri林taeniorhyuchu,∫

No. of positive Isolation

pools Pools rate

Date

collected

Un fed Culex tritaeniorhynchus

No. of

pools
Isol ation

pools rate

38. 4^

66. 6''

0　　　　　　　0

1　　　　50･ 0%

14. 3%

June　　　21　　　　13

July

28

7

14

2o

o

7

2

7

21　　　　　　　　　33.3%

18　　　　12　　　　66. 6%

ll

8

16

10

5

3

Tota1　　　　27　　　　9　　　　33. 3%　　　　74 37

91.0%

62.5%

18.7%

50･ 0%

いC. tritaen.の吸血蚊と未吸血蚊,各々のJ EV分離率を

比較すると,表2に示す様に,吸血蚊プールのJEV

分離率は,末吸血蚊プ-ルのそれに比べ,両者間に顕

著な分離率の差を見ない･寧ろ,吸血蚊プールの分離

率の方が,総体的に未吸血蚊プールの分離率より若干

高い傾向が見られた･

7月28日以降, C･ tntaen.の季節的消長が最大のピー

クを示す8月沖を通じて,極めて多数の蚊がJEV分

類に供されたが,全くJEVは分離されなかった.

尚1965年は　C. tritaen.より分離されたⅤは,総て

JEVと同定され, non- JEVのarbovirusほ全く分離
されなかった･

31浸島3EVの血清学的性状

1965年C. tritaen･より分離された46株のJEVは,

総て赤血球凝集能の至適pH (pH dependency)毒は,

pH 6林6-6. 8で,その赤血球凝集抑制反応の性状と共

に,何れもJaGAr型と判定された.

一き　　　　　　->J-i

私共の1964年の調査成績より(13　長崎地方にお

けるC. tritaen.の季節的消長で場こ重要な問染は,

L. tritaeれ越冬成虫の出現,乃至吸血活動開始時期と,

この越冬蚊と新生蚊の出現における両者の世代交替期

の把寝である.

1964年の愛野町における調査では, 5月19日以前の

これ等の状況は全く不明で,その為, 5月19日に採集

された蚊からJEVが分離された時,その時点でのJ

EV保有蚊が,越冬蚊か,或は新生蚊かの判断は,そ

の蚊がJEVを獲得した時期を推定するのに関連して

極めて重要な事であるが,その手掛りが皆目なく,可

能性を推測する事すら出来なかった林1965年は,この

経験に鑑み5月11日より調査を開始し, C林tntaen･の

初期季節消長を自然な状態で把接するのに志を払った･

その結果, C. tritaen.はCulex pipien∫ pollen∫やAnophele∫

∫men∫isに比べると,夜間畜舎への出現,或はその吸血

行動の開始はやや遅れ, 4月7日より4月]4日迄の問

に初めて出現するものと思われる所見を得,た.この成

池は, 1965年長崎地方でC. tritaen.越冬成虫の採集

を,主としてドライアイス誘引法を用い,広範囲に実

施した大森等の報告(9'の,愛野町で最初に夜間畜

舎でC. trilaen.が採集されたのは, 4月9日であっ

たと云う成績とよく一致する林　長崎地方における

c. tritaen.のその年の最初の出現ば,藤崎等(10)の1952

年195時の諌早地方での調究及び大利等(ll)の

1951年の長崎市内での調査等でも, 4月沖,下旬とな

っており,愛野町の1965年私共,及び大森等(9)の-關査

を加える時,概ね,長崎県本土南部地域では, C.

tntaen.ほかなり恒常的に4月上旬頃より出現すると云
えるであろう･

次にC. tritaen.の初期季節消長で,何時頃までの蚊

が完全に越年蚊で占められるのか,又,新生蚊の出現

ほ何時頃から始るか,更に両者が混在し移行するのは

何時頃か等の問疑については,遺憾乍ら私共は,揺

集蚊の解剖学的観察を行なっていないので言及する

事は出来ない･ 1964年は, 5月19日第1回Iの採集時点

で950匹採集され,以後1, 000匹代以上の採集が持続し

たが, 1965年は5月24日に初めて1,000匹代の採集が

行なわれ,以後9月上旬まで1,000匹代以上の採集が

続いている.両年のこの時間的遅速は僅少であり,愛

野町における新生蚊の確実な出現ほかなり恒常的に5

月沖句乃至下旬と推測される林　この新生蚊出現以降の
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C. tritaen｡の季節的消長は, 1964年と1965年では基本

的な差異は認められない｡即ち, 6月下旬に見られる

小さな山　それに引き続き起る7月中旬頃の小さな谷,

類,に8月上旬に起る最大のピ-ク等は,両年に共通し

て見られた琴丘象であった.性, 1965年ば1964年に比べ,

8月中旬以後の減少力-ブの傾斜がゆるやかであった

≡三相3､若干特異的であった. 196咋は, 8月中旬い',I)i崎Tいr

14号の影響の為か,それ以後は急故なC. tritae究の､I,良

少を認めたが, 1965年は8月上旬のど叩-クが,同月沖,

下旬に向って持続される傾向にあり, 9月に入って初

めてその減少が著明になったが,それも急故には消失

せず,ゆるやかな曲線を生さ乍ら11j㍍j 5日迄続いた｡

新原に, 1965年のC. trilaen.の季節消長は, 1964年に

比べると,消長後半における減少曲線の傾斜が/植やか

であった葺ごが注目された｡

以上の様な, 1964年と1965年の愛野町におさナる

c. tritaen.の季節的消長の比類において,両年の問に

基本的なパタp一/に差が認められなかった事を前池に

すれば, 1964年5月19日の時点で発見されたJEV保

有蚊が越年蚊であったか,又は新生蚊であったかの判

私乃至推定は依然として困難である｡何故ならば'5

月沖,下旬の時点は,愛野町においては,越年蚊と新

生蚊の混在期であり新生蚊の優占度が急激に昂まりつ

っある時期とは云え,尚越年蚊の存在を完全に否定す

る事は出来ないからである.この点は尚,今後の実証

的追求に供たなければならない｡

1965年の愛野町におけるC, tritaen･よりの最初のJ

EV分離時疑　6月21E月ま, 1964年の5月19E月に比べ

約1ケ月遅れたが,それでも同年我国各地で行なわれ

た蚊よりのJEV分離時類に比べると非常に早い●　然

し,林等(1望)が長崎市周辺地区で行なった1965年のJ

EV蚊感染調査では,最初に蚊よりJEVが分離され

たのは,市内戸町の5月50日で,引続き6月上中旬

に捗り各地で採集蚊よりJEVが分離され, 1964年の

愛野町CD.大村市(8)で観察されたのとタほぼ同様な

所見が得られている｡従って,長崎地方の自然界に

おけるJEV保有蚊の出現時期は,その特定地区の多

少の年次的変動は別として,総体的には,既知の他府

県地方に比べると非常に早期であり,然もその特異な

パタ-ンには恒常性があると考えられる･

1965年,愛野町における蚊からのJEV分離率が最

高を示した7月7日は,1964年のそれに比べると約1Ll

日間遅れている,又最終分離時期は,1965年の7月2D

日を,1964年の7月6Ejに比べると,約2週間のヨ㍍j割,一1/

であった.この様な愛野町における現象E/は林等(12)

の大村毒東早地区における同様な調査成績と梯めてよ

く一致しており毒怠体的E/に長崎県本土県南地域では,

IEV蚊感染が1965年の方が1964年に比べ時hT㍍I.㍍w､]にi性l-一

延している様相が刷っれた.然し,JEV保有蚊の密

度と関連する分離率は,]965年の方が1964年はつ明ら

かに高く,最高分離率では約2倍大きかったと抑足さ

れるv

夜間畜舎において採笑されるC.tritaen.の｢㍍T㍍㍍㍍月には,

明らかに吸血直後と肉眼的に判定されるものが多く,

にれ等の蚊体乳剤はかなり濃厚な赤血色を呈する.し

かもC.tritaen.を採集した畜舎の家畜は,多くは/±後

数夏を経過した成牛が主で,豚も罪2報で述べる様に

7月上旬以降は,ほぼ100%既にJEVの感染を受け

ており,従って蚊体乳剤を材料として哨乳マウス脳

内接種池によりJEV分離を行なう時,材料沖のJ

EVが蚊の吸血々池に由来するJEV中和抗体によっ

て不活化される可能性がある.更に又,逆に採集時吸

血直後の蚊では,同夜直に種類同定後ドライアイス中

に凍結保存される為,viremia血､I島(Jを吸血した蚊では,

その血中JEVがそのまま分離される可能性もある.

この線な両者の可能性は,蚊よりのJEV分離に何等

かの影響を与える事が考えられる2然し,吸血蚊,末

吸血蚊を各々男り々にプ-ル構成し,そのJEV分離率

を比較した結果は,両グループ間に顕著な分離率の差

がなく,寧ろ全般的には吸血蚊からのJEV分離率の

方が高く,第一の可能性は殆んど無視してもよい様に

思われる.この事は,中和抗体が接種材料中に存在し

ていても,蚊体乳剤作製時の稀釈液添加によって中和

抗体が大きく稀釈されたり,或は又蚊体の凍結保存,

乳剤作疑接種の全過程を通じ､J院重な低温操作を行

なう為JEVの中和抗体結合が起らない等の理由によ

るものであろう｡第二の可能性については私共の成績

は明瞭でない｡この点は尚今後検討を要する問題であ

る･

以上述べた様な1965年の長崎具における蚊のJEV

保有状況と,人のJEV流行との関連については,節

5報で述べる.

摘　　　　　　　要

1965年3月11日より,同11月5日迄の間,県下南高

来郡愛野町畜舎において,C. tritaen.の季節的消長を

観察すると共に,同年4月14日より10月1日迄の間に

採集したC. tritaen. ♀, 38,443匹,402プール(1プー
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ル,100匹を標準とする)より哺乳マウス脳内接種法

によりJEV分離を行ない,次の所見を得た.

1) C. tritaen.が最初に夜間畜舎に出現し,同時に

吸血行動を行なっているのが発見されたのは4月14日

であり,5月24日には♂蚊の出現と共に急激に採集個

体蚊数が増加し,以後6月下旬に小さい山をつくり,

7月中旬の一時的減少後又急激に増加して,8月上旬

に最大のピークを作り,以後除々に減少し,11月5日

にも尚小数の残存を認めた.この季節的消長は,1964

年5月19日以後の消長に比べ大差を認めなかった.

2) C. tritaeu.よりJEVが分離されたのは,6月

21日より7月20日迄の間で,この間,分離率が最高を

示したのは7月7日である.これを1964年の所見に比

べると分離期間の時間的遅延が顕著であったが,分離

率は1965年の方が高かった.

3)　採集時肉眼的に判定した吸血蚊と未吸血蚊の

別々に構成したプールからのJEV分離率は両群間に

顕著な差を認めなかった.

擱筆に当り,御助言,御校閲を賜った風土病研究所,

福島秀雄教授,未公刊資料の御教示を受けた大森南三

郎教授,林薫助教授,並びに御助言を腸った国立予防

衛生研究所北岡正見博士,大谷明博士,及び御協力御

鞭韃を賜った長崎県衛生部,福田千代太部長,渋江有

明課長をはじめ関係者各位に深甚の謝意を表する.
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